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子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
「
平
和
最
高
！
」

森
本
啓
一
さ
ん
が
語
る
戦
争
体
験

昭和２０年８月１５日に太平洋戦争が終結して、今年で７７年を迎えます。ロシアの

ウクライナへの侵略は今なお続いており、ウクライナ国民だけでなく国際社会の

平和と秩序、安全を脅かしています。核兵器の使用を示唆した一連の行為と併せ

て、断じて容認することはできません。戦争の悲惨さと愚かさ、平和の尊さを次

世代に引き継いでいかなければなりません。朝鮮からの引き揚げを体験した森本

啓一さん（８６）に、自身の戦争体験を子どもたちに語ったことがきっかけで生ま

れた平和交流について話を聞きました。

戦
争
体
験
、
平
和
へ
の
願
い
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

み
ん
な
で
「
平
和
最
高
！
」
と
叫
ん
だ

森
本

啓
一

や
あ
、
み
ん
な
元
気
か
い
。
そ
の

後
、
夢
に
向
か
っ
て
青
春
し
て
る
か

い
。当

時
の
有
岡
小
の
孫
の
よ
う
な
６

年
生
９７
人
と
友
達
に
な
っ
た
。
き
っ

か
け
は
、
平
和
の
語
り
部
と
し
て
学

校
で
自
身
の
戦
争
体
験
を
話
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
子
ど
も
た
ち
手
作
り

の
平
和
か
る
た
を
取
り
、
カ
レ
ー
を

食
べ
、
そ
の
後
卒
業
式
に
ま
で
招
い

て
く
れ
た
。

平
成
２７
年
８
月
に
行
っ
た
中
央
公

民
館
で
の
平
和
講
演
の
様
子
が
広
報

伊
丹
に
掲
載
さ
れ
「
子
ど
も
た
ち
に

話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、
有
岡
小
か

ら
連
絡
を
も
ら
っ
た
。

戦
争
中
、
朝
鮮
半
島
に
い
た
僕
ら

の
家
族
は
終
戦
と
と
も
に
機
雷
の
漂

う
玄
界
灘
を
１０
日
ほ
ど
か
け
て
日
本

へ
引
き
揚
げ
た
。
そ
の
戦
時
下
の
体

験
や
原
爆
の
話
を
子
ど
も
た
ち
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

１
９
４
１
（
昭
和
１６
）
年
、
６
歳

の
時
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

小
学
校
は
国
民
学
校
に
な
り
、
僕
ら

は
少
国
民
と
呼
ば
れ
、
１
年
生
か
ら

ち
ょ
く

ご

教
育
勅
語
を
覚
え
た
。

し
ょ
う

こ
ん

ゆ

山
に
松
根
油
を
取
り
に
行
き
、
運

動
場
の
大
鍋
で
炊
い
た
。
軍
馬
の
餌

と
な
る
わ
ら
や
草
取
り
も
日
課
に
な

っ
た
。
手
旗
信
号
や
敵
機
の
種
類
を

聞
き
分
け
る
訓
練
。
終
戦
の
４
年
生

ま
で
、
将
来
の
夢
は
立
派
な
兵
隊
さ

ん
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
末
期
、
母
が
作
っ
た

カ
レ
ー
は
、
ち
く
わ
も
無
く
な
り
小

粒
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
色
だ
け
に
な
っ

た
。
野
球
の
「
ス
ト
ラ
イ
ク
」
は
敵

性
用
語
と
し
て
厳
禁
と
さ
れ
「
良
い

球
」
に
、「
ボ
ー
ル
」
は
「
悪
い
球
」

に
な
っ
た
。
音
階
の
ド
レ
ミ
は
、
ハ

ニ
ホ
ヘ
ト
に
替
え
ら
れ
た
。

４
５
年
、
終
戦
の
ニ
ュ
ー
ス
は
学

校
で
聞
い
た
。
僕
た
ち
母
子
５
人
は

父
を
残
し
、
お
金
を
出
し
合
い
闇
船

を
雇
っ
た
。
乗
船
前
に
命
の
保
証
は

無
い
と
言
わ
れ
た
。
貨
物
の
上
に
畳

を
敷
き
、
１
畳
に
７
人
が
寝
た
。
身

動
き
も
で
き
な
い
。
玄
界
灘
に
は
機

雷
が
浮
遊
し
、
ソ
連
の
臨
検
を
避

け
、
そ
の
度
に
島
影
へ
隠
れ
た
。

あ
ん

ど

祖
国
日
本
の
地
を
踏
ん
だ
安
堵
の

気
持
ち
を
ど
う
表
現
し
た
ら
良
い
の

だ
ろ
う
。
た
だ
た
だ
嬉
し
か
っ
た
。

ラ
ジ
オ
の
「
尋
ね
人
の
時
間
」
を
し

が
み
つ
く
よ
う
に
聞
い
た
。
そ
ん
な

中
で
も
み
ん
な
未
来
に
希
望
を
持

ち
、
明
る
く
元
気
だ
っ
た
。

有
岡
小
の
子
ど
も
た
ち
は
私
の
話

を
よ
く
聞
き
、
問
い
、
は
っ
き
り
と

答
え
て
く
れ
た
。
目
は
輝
い
て
い

た
。
皆
「
森
本
さ
ん
」
と
呼
ん
で
く

れ
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
戦
争

し
ん

し

や
平
和
の
真
摯
な
感
想
文
を
い
た
だ

い
た
。
ま
ぶ
た
が
熱
く
な
っ
て
、
お

礼
に
詩
を
送
っ
た
、
「
平
和
へ
の
ス

ト
ラ
イ
ク
ー
９７
人
の
君
た
ち
へ
」
。

君
た
ち
が
僕
の
語
り
に
投
げ
返
し
て

く
れ
た
答
え
は
、
若
さ
い
っ
ぱ
い
の

「
ス
ト
ラ
イ
ク
」
だ
っ
た
。
自
由
に

堂
々
と
ス
ト
ラ
イ
ク
を
投
げ
た
君
た

ち
。
私
た
ち
は
尊
敬
し
合
い
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
。

私
に
も
６
年
生
の
時
が
あ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
生
活
は
貧

し
く
ひ
も
じ
か
っ
た
が
、
平
和
な
明

る
い
光
だ
け
が
嬉
し
か
っ
た
。

ま
た
、
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
修
学
旅
行

の
前
に
は
原
爆
の
話
を
し
た
。
原
爆

は
体
験
し
て
い
な
い
が
、
周
囲
の
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
か
ら

胸
が
え
ぐ
ら
れ
る
、
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
い
て
い
た
。
僕
に
と
っ
て
の
ヒ

ロ
シ
マ
は
何
度
行
っ
て
も
街
が
ま
ば

ゆ
く
透
き
通
っ
て
爆
心
地
へ
立
て
ば

光
の
明
る
さ
が
違
っ
て
見
え
る
と
い

う
体
験
を
話
し
た
。

そ
の
後
、
有
岡
小
の
６
年
３
組
か

ら
招
待
状
が
届
い
た
。
「
森
本
さ
ん

へ

有
岡
小
へ
招
待
し
ま
す
！
①
組

み
体
操
を
見
て
も
ら
う
②
一
緒
に
カ

レ
ー
を
食
べ
る
。
み
ん
な
で
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
カ
レ
ー
を
作
っ
た

り
歌
っ
た
り
し
ま
す
」。

僕
は
教
室
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
生

で
最
高
の
カ
レ
ー
を
食
べ
た
。
肉
が

た
っ
ぷ
り
、
味
も
抜
群
。
涙
に
ぬ
れ

て
食
べ
た
。
何
よ
り
君
た
ち
の
気
持

ち
が
嬉
し
か
っ
た
。
組
み
体
操
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
６
年
、
世
界
は
予
想
も

し
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
た
。
泣
き
な
が

ら
か
ば
ん
を
引
き
ず
り
歩
い
て
い
く

子
ど
も
の
声
が
脳
裏
を
突
き
刺
す
。

戦
争
は
な
ぜ
起
き
る
の
だ
ろ
う
。

生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
の
、
か

け
が
え
の
な
い
地
球
。
あ
の
と
き「
平

和
最
高
！
」
と
叫
ん
だ
そ
の
力
を
一

つ
に
し
て
、
そ
の
歩
み
を
止
め
て
は

な
ら
な
い
。

語り部の森本さん

*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+
*
+

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
をををををををををををををををををををを
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏

展
示

か
き
も
り

◆
柿
衞
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
戦
場

か
ら
妻
へ
の
絵
手
紙
」
展

日
本
画
家
の
前
田
美
千
雄
さ
ん
が

戦
場
か
ら
妻
や
家
族
に
宛
て
た
絵
は

が
き
（
右
下
写
真
）
な
ど
を
展
示
。

【
日
程
】
８
月
２８
日
㈰
ま
で
。

【
会
場
】
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
１
階
の
展
示
室
１
。

【
観
覧
料
】
▽
一
般
)
２００
円
▽
高

校
・
大
学
生
)
１５０
円
▽
小
・
中
学
生

)
１００
円
。

◎
戦
場
と
伊
丹
の
人
々

千
人
針
、
召
集
令
状
、衣
料
切
符
、

入
隊
の
の
ぼ
り
・
防
空
頭
巾
、
防
毒

面
―
―
な
ど
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
物

語
る
資
料
を
展
示
。

【
日
程
】
８
月
３１
日
㈬
ま
で
。

【
会
場
】
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
２
階
の
展
示
室
４
。

【
観
覧
料
】
無
料
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
９
５
９
。

◆
平
和
パ
ネ
ル
展

第
二
次
世
界
大
戦
の
沖
縄
戦
に
関

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
。

【
日
程
】
８
月
３
〜
３１
日
。
ぐ
ら

【
会
場
】
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」

３
階
の
酒
コ
ー
ナ
ー
。

【
観
覧
料
】
無
料
。

問
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
!

７８３
・

２
７
７
５
。

◆
第
２９
回
伊
丹
・
平
和
の
美
術
展

本
市
の
美
術
家
が
平
和
へ
の
祈
り

を
込
め
て
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
作

品
を
展
示
。

会
期
中
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支

援
」
募
金
箱
も
設
置
。

【
日
程
】
８
月
１１
〜
１５
日
。

【
会
場
】
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル

６
階
の
中
ホ
ー
ル
。

【
観
覧
料
】
無
料
。

問
市
文
化
振
興
課
!

７８４
・
８
０
４

３
。

火
曜
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー

「
火
垂
る
の
墓
」
の
作
者
、
野
坂

あ
き
ゆ
き

昭
如
さ
ん
の
「
野
坂
昭
如
戦
争
童
話

集

忘
れ
て
は
イ
ケ
ナ
イ
物
語
」
を

次
の
通
り
上
映
し
ま
す
。

★V
o
l.

１
（
日
本
。
１
９
９
７
年
。

６４
分
）

【
日
程
】
８
月
９
日
㈫
。

【
内
容
】
▽
「
小
さ
い
潜
水
艦
に

恋
を
し
た
で
か
す
ぎ
る
ク
ジ
ラ
の

話
」
▽
「
凧
に
な
っ
た
お
母
さ
ん
」

▽
「
年
老
い
た
雌
狼
と
女
の
子
の

話
」。

★V
o
l.

２
（
日
本
。
９７
年
。
７２
分
）

【
日
程
】
１６
日
㈫
。

【
内
容
】
▽
「
青
い
オ
ウ
ム
と
痩

せ
た
男
の
子
の
話
」
▽
「
干
か
ら
び

た
象
と
象
使
い
の
話
」
▽
「
赤
と
ん

ぼ
と
、
あ
ぶ
ら
虫
」。

★V
o
l.

３
（
日
本
。
９７
年
。
７０
分
）

【
日
程
】
２３
日
㈫
。

【
内
容
】
▽
「
八
月
の
風
船
」
▽

「
捕
虜
と
女
の
子
」
▽
「
ソ
ル
ジ
ャ

ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」。

★V
o
l.

４
（
日
本
。
９７
年
。
７９
分
）

【
日
程
】
３０
日
㈫
。

【
内
容
】
▽「
馬
と
兵
士
」▽
「
ぼ

く
の
防
空
壕
」
▽
「
焼
け
跡
の
、
お

菓
子
の
木
」。

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
、
ス
ワ
ン
ホ

ー
ル
で
。

定
員
各
２０
人
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。
先

着
順
。

問
中
央
公
民
館
!

７８４
・
８
０
０

０
。

（
公
財
）
柿
衞
文
庫
蔵

平和都市宣言

平和は人が生きるための大本です。戦争はかけがえのない生命
を奪い、幸せをふみにじります。
いま、世界は恐ろしい核兵器をなくし、惨たらしい戦争のない
社会をつくろうと、ようやく歩みはじめました。が、ここで心を
ゆるめてはなりません。戦争は人の心の中にひそんでいるので
す。
人類が幸せを分かち合える地球環境をつくり、自由と人権を尊
び、差別や貧困をなくすことも、すべて平和の問題です。
私たち市民は、平和な社会を築くことを誓い、ここに平和都市
を宣言します。

平成２年１１月１０日 伊丹市
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７７年前の８月６日午前８時１５分広島市に、８月９日午前１１時２分
長崎市に原爆が投下され、多くの尊い命が失われました。
原爆死没者のご冥福と核兵器のない世界を願い、各日時に１分間
の黙とうをお願いします。
また、８月１５日は終戦記念日です。全ての戦争犠牲者のご冥福と
世界の恒久平和を願い、正午から１分間の黙とうをお願いします。

市同和・人権・平和課!７８４-８１４８


